


ホイール脱着後は増し締めを確実に！
（大型トラック・バス）

Question1 増し締めはいつ行う？
●ホイール脱着後は、走行による初期なじみによりホイールの締付け力が低下します。
　ホイール取付け後、50～100km走行を目安に、できるだけ早い時期に｢ホイールナット
　の増し締め｣を行います。
　 ※定期点検や車検でホイールを脱着した後も、50～100km走行を目安に、 ホイールナットの増し締め
　　 をお願いします。( 増し締めも定期点検の一部です。)

Question2 増し締めの方法は？
一つのナットで締付ける方式の場合

●ホイールナットを、締め方向にトルクレンチなどを
　使用して規定の締付けトルクで締付けます。
　※新・ＩＳＯ方式ホイールでは、左車輪も右ねじです。ホ
　　イールボルトに表示されているねじの方向を必ず確認し
　　てください。万一緩めてしまった場合は、再度トルクレ
　　ンチなどを使用して、規定の締付けトルクで締付けます。

〔いすゞ /日野 / ふそう /ＵＤの大型車〕
締付けトルク 550～600Ｎm　

※その他の車両は、それぞれの指示に従ってください。インナー、アウターのナットで締付ける方式の場合

●最初にボルトの半数（一個おき）のアウターナットを一旦緩め、インナーナットをトルクレンチ
　などを使用して規定の締付けトルクで締付けます。
　※この時、残りのアウターナットは緩めないでください。

●次に、緩めたアウターナットをトルクレンチなどを使用して規定の締付けトルクで締付けます。
　※この時、アウターナットのねじ部,座面部（球面座）に、エンジンオイルなどの潤滑剤を薄く塗布します。

●続いて、残りの半数のホイールボルトのアウターナット、インナーナットについても同様の作業
　を繰り返します。

３か月定期点検「ホイールナットの緩み点検」は、この「増し締めの方法」の要領で行います。

Question3 増し締めの記録は？
●「増し締め｣を実施した時は、タイヤ交換同様 メンテナンスノートの整備記録欄 等に、
　記録しておきます。 
　※定期点検でホイールを脱着した際には、その後のホイールナット「増し締め」を お願いしています。



増し締めはホイール脱着後必須の作業！

Question4 なぜ増し締めは必要？
●規定の締付けトルクで締付けても、走行すると
　初期のなじみによって、締付け力が低下します。
　そこで、締付け後 50～100km走行を目安に、
　規定の締付けトルクでホイールナットを再度締
　付けます。

●初期なじみとは、ハブやホイール、ホイール面同士、
　ホイールとナットの接合面で、微細な凹凸や塗料
　などが、いわゆる｢なじむ｣ことによって、締付け力
　が低下していく現象です。

初期なじみのメカニズム

Question5 増し締めの効果とは？
●初期なじみは、ハブやホイールの表面粗さ、平面度、
　塗膜などの影響により発生し、規定の締付けトルク
　で締付けても、走行に伴って、徐々に締付け力が
　低下します。

●初期なじみを、そのままにしておくと、締付け力が
　右図のように低下し続け、場合によっては、ホイー
　ルナットの「緩みの限界」を下回ることがあり
　ます。

●50～100km走行を目安に“一度” 規定の締付けト
　ルクで再締付けすると、なじみによる締付け力の
　低下幅は小さくなり、締付け力が低下し続けるこ
　とによる緩みを防止することができます。 

ハブのホイール取付け面やホイールの合
わせ面に、ゴミや泥、錆があると、初期な
じみによる締付け力の低下が大きく、ナッ
トの緩み脱落などに結びつきます。ホイ
ール取付け時には、必ず清掃を行ってく
ださい。

※増し締めを行っても、ナットが たびたび緩むなどの異常がある場合は、必ずホイールを取外して
　点検・整備を実施してください。ディスクホイールやハブ 等に異常がある可能性があります。

初期なじみによる締付け力の低下をそのままにしておくと、
ホイールナットが緩んで車輪が脱落し、思わぬ事故につながる可能性があります。
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ホイールやホイールボルト/ナットの錆に注意！
（大型トラック・バス）

ホイールやホイールボルト/ナットの経年使用に伴う著しい錆によるもの
と思われる「車輪脱落事故」が発生しています。
著しい錆のあるホイールやホイールボルト/ナットは使わないでください！

ホイールボルト /ナットの錆
ホイールボルトやホイールナットの経年使用に伴う著しい錆は、規定の締付けトルク
で締付けても、十分な締付け力が得られなくなります。

【ホイールボルト /ナットの点検要領】
●著しい錆の発生がないか点検します。
●亀裂や損傷がないか点検します。
●ねじ部につぶれや、やせ、かじりなどがないか点検します。
●ボルトが伸びていないか点検します。
※錆や汚れを落とし、ねじ部にエンジンオイルなどを薄く塗布してナットをボルトの
　奥まで回転させたとき、スムーズに回転しない場合は、ねじ部に異常があります。
　異常がある場合は、ボルト/ナットをセットで交換してください。 
　また、ボルトが折損していた場合は、その車輪すべてのホイールボルト/ナットを
　交換してください。

ISO方式/新・ISO方式 ( 平面座 )
●ナットの座金(ワッシャー）が、スムーズに回転するか点検します。
※ホイールボルト/ナットを交換する際には、必ず整備のマニュアルやパーツリストなど
　を参照して、それぞれ適合する正しい部品を使用してください。

ディスクホイールの錆
ディスクホイールの経年使用に伴う著しい錆は、締付け力の低下（緩みの発生）を
まねきます。

【ディスクホイールの点検要領】
●ホイール取付け面、ホイール合わせ面、ホイールナット当たり
　面に著しい錆の発生がないか点検します。
●ボルト穴や飾り穴のまわりに亀裂や損傷がないか点検します。
●ホイールナットの当たり面に亀裂や損傷がないか点検します。
●溶接部に亀裂や損傷がないか点検します。
●ホイール取付け面とホイール合わせ面に摩耗や損傷がないか
　点検します。
※ホイールナットの当たり面やホイール取付け面の経年使用に伴う著しい段付き摩耗は、
　ホイールナットの緩みの原因となります。
※ホイール取付け面、ホイール合わせ面、ホイールナット当たり面には、追加塗装は行わ
　ないでください。厚い塗膜は、ナットの緩みによる脱落やボルト折損の原因となります。
また、ホイール取付けの際には、ホイール取付け面、ホイール合わせ面、
ホイールナットの当たり面、ホイールボルト/ ナットの錆やゴミ、泥
などを取除きます。
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